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　昨年度、大谷大学博物館 2017 年度特別展「東
本願寺と徳川幕府」が、10 月 13 日 ( 金 ) から
11 月 28 日 ( 火 ) まで、石田三成公事蹟顕彰会・
慧光寺・大津別院・岐阜市歴史博物館・京都国
立博物館・詩仙堂丈山寺・真宗大谷派 ( 東本願
寺 )・関ヶ原町歴史民俗資料館・大通寺 ( 長浜
別院 )・公益財団法人徳川記念財団・長浜城歴
史博物館・総本山長谷寺など、多数の機関の協
力のもと開催された。
　ちょうど、この年は「大政奉還 150 年」に
あたり、本展覧会では、東本願寺と徳川幕府の
関係を、その始まりと終焉に注目して構成した。
具体的には、戦国乱離を生きた東本願寺第 12
代教如を紹介した「Ⅰ教如上人と家族」、東西
分派と近世の東本願寺を紹介した「Ⅱ関ヶ原合
戦と東本願寺創立」、歴代将軍と東本願寺、石
川丈山が作庭した渉成園を取り上げた「Ⅲ東本
願寺と徳川将軍」、幕末に政局の中心となった
京都に注目した「Ⅳ幕末の東本願寺と徳川将軍
家」の四つのテーマによって構成され、絵画・
工芸・典籍・古文書など、市の指定文化財を含
む 50 点の作品が展示された。
　東本願寺の歴史は、関ヶ原合戦後の慶長７
年 (1602)、徳川家康から退隠の身にあった教
如が京都烏丸六条の寺地寄進をうけ、ここに寺
基を定めたことに始まる。ついで、上野国厩橋
( 現前橋市 ) の妙安寺に安置されていた親鸞の
木像を京都に迎えると、慶長 8 年に阿弥陀堂が、
翌 9 年には御影堂が建立され、両堂が並び立
つもう一つの本願寺、東本願寺が別立した。
　前半部の展示で注目されるのは、教如と家康
の関係を考える上で重要な書状や記録、また東
西分派に関わる史料である。とりわけ、大津御
坊 ( 現大津別院 ) は慶長 5 年 (1600) の造営で、
６月には遷仏法要が執行された。関ヶ原の戦い
の直前であって、東本願寺創立以前に出先機関
の役割を果たしたものとして注目される。翌７
月に教如は、家康を見舞うため関東へ下向し、
戦後は大津城で家康と対面するなど、両者の緊
密な関係が窺われる。
　両堂の造営後、引き続き、唐門・鐘楼など寺
観の整備が行われ、元和５年 (1619) に２代将
軍秀忠から寺地安堵の朱印状を得て、また寛
永 18 年 (1641) には、３代将軍家光から新た
に境内地東側に寺地を加増された ( 現渉成園 )。
そして、万治４年 (1661) の親鸞 400 回忌を迎
えるにあって両堂の改築が進められ、明暦４
年 (1658) に御影堂が、少し遅れて寛文 10 年
(1670) には阿弥陀堂が竣工し、「都富士」と評
される壮麗な大伽藍となった。
　教如と家康の緊密な関係は、ついで第 13 代
宣如と秀忠・家光へと引き継がれていく。家康
の寺領寄進状は伝来していないから、秀忠によ
る朱印状や家光の寺領加増がもつ意味は大き
大津御坊記録 ( 表紙 )
い。こうした大伽藍の整備と共に注目されるの
が、宣如の隠居所として石川丈山の趣向を取り
入れて作庭された渉成園である。丈山は家康近
侍の武将として武勲をたてた一方、藤原惺窩の
門に入り林羅山や堀杏庵、狩野探幽などの文人
と交友する文化人であった。つまり渉成園は、
たんなる隠居所ではなく、一流の文人が集う文
化サロンの場であったのである。
　しかし、天明８年 (1788) の京都大火で類焼
すると、その後、文政・安政・元治と３度の
焼失に遭い、そのたびに再建がなされた。こ
の両堂再建に尽力したのが、第 20 代達如と第
21 代厳如である。とくに４度目は、元治元年
(1864)、幕末京都で勃発した蛤御門の変によ
る類焼で、両堂・渉成園もろとも灰燼に帰した。
　
　後半の展示では、幕末の混乱した政治情勢の
中で、東本願寺と徳川幕府が再び結びつきを深
めていく様子が注目される。その始まりは、文
久元年 (1861) １月の「東照宮別堂」造立の通
達である。これは安政度再建に下賜した材木の
余材で、現在の阿弥陀堂南側に堂宇を建て、家
康の位牌を安置させようとするものであった。
3 月には親鸞 600 回忌法要に合わせて葵の紋
付きの釣燈籠や幔幕が寄進されており、翌年閏
8 月には、完成した東照宮本殿で遷座移徙の法
要が執行されている。桜田門外の変や和宮降
嫁 (1860)、文久改革 (1862) などの政治動揺
を背景に、徳川創業神を介して再び集権を試
みようとした点は想像に難くないが、その矛
先が何故、東本願寺であったのであろうか。
　この後、文久３年 (1863)・元治元年 (1864)・
慶応元年 (1865) と、14 代将軍家茂や将軍
後見職の一橋慶喜が上洛し、朝幕間の調整・
長州征討などに奔走する。この間、家茂も慶
喜も東本願寺・東照宮別堂に参詣して渉成園
にも立ち寄り、親密な交友を結んだことを展
示資料から窺い知ることができる。慶応２年
７月、第 2 次長州征討に敗走すると、同年
12 月、慶喜が征夷大将軍に叙されて政治の
刷新に努めるが、衰退を掩うべくもなく、翌
３年 10 月 14 日に大政奉還を上表して翌日
勅許された。ところが、12 月９日に「王政
復古」の大号令が発布されて新政府が樹立し、
２世紀半に及ぶ徳川日本の歴史に幕が下ろさ
れた。
　ただ、近世における東本願寺の諸相をはじ
め、長期にわたる徳川幕府との関係が必ずし
も明らかにされているわけではない。今般の
展覧会が、そうした研究の一助に寄与するも
のであればと思う。
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